
　

令
和
6
年
10
月
18
日
㈮
に
、
東
京
都
港
区
の
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
お
い
て
「
T
K
C
タ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
2
4
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
で
20
回
目
の
開
催
と
な
る
「
T
K
C
タ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
、
平
成
16
年
（
2
0
0
4
年
）
に
第
1
回
が
開
催
さ
れ
、
毎
回
、
職
業
会
計
人
の
皆
さ
ま

に
と
っ
て
参
考
と
な
る
事
柄
を
テ
ー
マ
と
し
て
企
画
し
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
回
も
、
共
催
の
公
益
財
団
法
人
租
税
資
料
館
の
ご
協
力
を
得
て
、
学
術
関
係

者
の
方
々
や
職
業
会
計
人
を
目
指
す
学
生
の
方
々
等
に
も
、
広
く
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
当
日
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
に
よ
り
行
い
、
会
場
参
加
者
約
3
3
0

名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者
約
3
2
0
名
、
計
約
6
5
0
名
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
、
共
催
の
公
益
財
団
法
人
租
税
資
料
館
、
後
援
の
T
K
C
全
国
会
、
並
び
に
講
演
や
研
究
発
表
を
お
引
き
受
け
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、

ご
協
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
3
部
構
成
で
行
わ
れ
、
午
前
の
部
は
、「
相
続
税
・
贈
与
税
の
一
体
課
税
」　

と
題
し
て
、
T
K
C
東
・
東
京
会
研
究
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ま
か
ら

昨
今
の
相
続
税
・
贈
与
税
改
正
に
お
け
る
「
資
産
移
転
の
時
期
の
選
択
に
中
立
的
な
税
制
構
築
」
に
関
し
、「
相
続
税
と
贈
与
税
の
一
体
化
」
を
考
察
す
る
研
究
発

表
が
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
の
部
お
一
人
目
は
、「
税
務
行
政
の
現
状
と
課
題
」
と
題
し
て
、
国
税
庁
長
官
官
房
審
議
官
の
斎
須
朋
之
様
か
ら
、
税
務
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
の
大
き
な

変
化
に
対
し
、
国
税
庁
に
お
い
て
進
め
て
い
る
「
税
務
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
」
を
は
じ
め
、
税
務
行
政
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

午
後
の
部
お
二
人
目
は
、「
租
税
法
解
釈
の
急
所
─
─
所
得
課
税
を
中
心
に
」
と
題
し
て
、神
戸
大
学
大
学
院
教
授
の
渕
圭
吾
様
か
ら
、租
税
法
の
解
釈
に
あ
た
り
、

条
文
の
背
後
に
あ
る
基
本
的
な
考
え
方
を
知
る
必
要
性
や
、
具
体
的
な
事
例
に
基
づ
く
租
税
法
の
解
釈
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

T
K
C
税
務
研
究
所
は
、
今
後
も
「
T
K
C
タ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
開
催
、
税
務
の
質
疑
に
関
す
る
国
内
有
数
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
る
「
税
務
Q
&
A
」

の
充
実
、「
租
税
判
例
研
究
会
」
の
実
施
、『
T
K
C
税
研
情
報
』
の
発
刊
を
は
じ
め
と
し
て
、
信
頼
で
き
る
税
務
情
報
等
の
提
供
を
通
じ
て
、
職
業
会
計
人
の
皆
さ

ま
、
学
術
関
係
者
の
皆
さ
ま
方
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、
微
力
な
が
ら
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
T
K
C
タ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
2
4
」
の
開
催
に
つ
い
て

Ｔ
Ｋ
Ｃ
税
務
研
究
所
所
長　

谷
口
裕
之
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